
hpgrp GALLERY TOKYOより、アーティストグループ ”IRON∞MAN” から4名のアーティストが参加するグループ展の開催をご案

内申し上げます。 飯島浩二はアーティスト・イン・レジデンスを運営しながら作品を制作し、アメリカでプロのケージファイタ

ーとして活動していた異色の経歴を持つアーティストです。市川平は、1990年代よりSF的な物語性を感じさせる大掛かりな彫刻

作品を発表しており、今回は小型プラネタリウム投影装置を用いた「マジカル・ミキサー」を展示致します。

身の回りにある日常的なモノを組み合わせることで本来の意味を完全に変えてしまう作品を作る角文平は、第10回岡本太郎現代

芸術大賞展特別賞を受賞し、2013年には瀬戸内国際芸術祭にも参加した期待の若手作家です。

コミカルかつシュールな作品で海外での評価も高いタムラサトルは、電動式の機械で火花を起こす装置や、明確な用途を持たな

い道具など「意味の破壊」をテーマに作品を制作しています。

現代美術の世界において独特の個性を発揮している４名のアーティストが、光や影を用いた動く彫刻作品など、幻想的非現実世

界を楽しめる作品を展開致しますので、この機会に是非ご高覧くださいますようお願い申し上げます。 

※本企画は、さいたま市プラザノースで開催されるアートイベント「アーツさいたま・きたまちフェスタ」の関連企画です。

アーツさいたま・きたまちフェスタに関する詳細は c-art-japan.com/ask-sai をご覧ください。

2015年2月20日(金) -3月8日(日)  
オープニングレセプション：2015年2月20日(金)  19 : 00 -21 : 00

PRESS RELEASE

飯島浩二　「∞Turtles 2014」

角文平　「一戸建てマンション」

IRON∞MAN 2015

2015 年 1 月吉日

飯島浩二・市川平・角文平・タムラサトル



市川平　「MAGICAL MIXER PROJECT」タムラサトル　「100の白熱灯のための接点＃2」　※参考作品

PRESS RELEASE

hpgrp GALLERY TOKYO (エイチピージーアールピー ギャラリートウキョウ)

2015 年 1 月吉日

〒107-0062 東京都港区南青山5-7-17 小原流会館 B1F
03-3797-1507
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http://hpgrpgallery.com
月曜・毎月最終日曜閉廊
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飯島 浩二 / Koji IIJIMA

1973 年横浜生まれ。1997 年武蔵野美術大学卒業と同時に作家活動を始め、2006 年まで同大学勤務。その後米国に５年間滞在し、アメリカ大陸を
中心に展覧会やパフォーマンスを展開。2011 年文化庁新進芸術家在外二年研修を経て帰国。現在は作家活動のほかコンテンポラリーアートジャパ
ンの理事として “CAJ. Artist in Residence “を主宰。主な出展は光州ビエンナーレ 2004 などがある。また、芸術と並行して、約 10 年間プロの格闘
家として戦ってきた。

角 文平 / Bunpei KADO

1978 年 福井県美山町生まれ。1997 年 静岡大学工学部物質工学科中退。  2002 年武蔵野美術大学工芸工業デザイン学科金工専攻卒業。2003-08 年　
同学共通デザイン研究室助手。2008-09 年 Cite International des Arts（パリ）滞在。最近では瀬戸内国際芸術祭 2013、六甲ミーツアート 2014、い
ちはらアート×ミックスなどに出品。2010 年より武蔵野美術大学共通デザイン研究室非常勤講師。現在、主に金属を用いた立体作品を制作。

タムラ サトル / Satoru TAMURA

1972 年、栃木県生まれ。1995 年、筑波大学 芸術専門学群 総合造形コース卒業。2010 年「小山マシ－ン」小山市立車屋美術館（栃木）、2013 年「こ
ども＋おとな＋美術館「アートといっしょ」」群馬県立近代美術館（群馬）、2013 年「あいちトリエンナーレ 2013 企画コンペ」長者町会場伏見地
下街 （愛知）、 2014 年「愛マシ－ン」テヅカヤマギャラリ－（大阪）、2014 年「タムラサトル《真夏の遊園地》」栃木県立美術館（栃木）、2014 年「開
館 15 周年記念展 「TARO賞の作家 2 」」川崎市岡本太郎美術館（神奈川）

市川 平 / Taira ICHIKAWA

1965 年東京都生まれ。1991 年武蔵野美術大学大学院修了。1991 年第 2回キリンコンテンポラリーアワード受賞、1993 年第 3回ジャパン・アート・ 
スカラシップ受賞。1988 年「ドームのないプラネタリウム」を制作、 それ以降 現代的なモチーフを選び彫刻でありながら様々な素材、要素を取
り入れ、いわゆるＳＦ的な物語性を感じさせる作品群を作り続けて いる。近年では「ドームツアープロジェクト」「マジカルミキサープロジ ェクト」
「シークレットガーデンプロジェクト」などの目標達成型アート ワークを手掛ける。


